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白いという評価基準を強 く意識 していれば、 「学問的に重要である、役 に立

















































う、まず①と記入 し、記入を開始すること、1分 間が経過 した際に合図があ
ったら、次の行の行頭に② と記入 して、授業評価用の言葉を記入する、その
後、1分 ごとに③、④、⑤ と記入する、その1分 間に言葉を記入で きなくて
も、次の行に進むことと教示 した。これは、1分 毎の記入数を測定すること
を目的として行った。










86人の学生か ら、調査用紙 を回収 し、単語数を集計 した。ただ し、一部
の回答には 「周 りの人が喋っていてうるさい」、 「説明が長 くて、何が大事
か分からない」 といった文による回答 もあった。この ような文による回答は







形 を図1に 示す 。図1の 度 数分布多 角形か ら分 か るよ うに11個か ら15個の
被調査者が一番 多 く、図1の 形 をみる とほぼ正規分布 してい る。5分 間す な















次 に、回答の中から、 「楽 しい」、 「面白い」、 「つまらない」、 「わか
りやすい」、 「難 しい」などのよ く目につ く言葉19個を選び、それぞれの
言葉が回答中にい くつ出て くるかという出現頻度を数え上げた。結果を表2
に示 した。楽 しい、面白い、つまらないという言葉の出現頻度が非常に高い。
同様にわか りやすいという言葉 も42個が出てきている。 「興味深い」や 「勉








































さを求めるものとは考えづ らい。上位3個 の単語以下は、 「わか りやすい」、
「難 しい」、 「役に立つ」 といった授業や学習に直接に関連する内容の言葉
が出てきている。
評価者の教育という観点からすると、学習と関連性の高い 「わか りやすい」、
「役に立つ」、 「興味深い」 といった言葉が上位に出て くることが望まれる。
授業において学生自身が何を求めているのか、その求めている内容は妥当な
のかということを、学生自身が考える機会は必要ではないか。例えば、食事































最後に、回答語数 と回答者の特性の相関を表4に 示 した。いずれも、相関
係数が0.3以下であ り、弱い相関もしくは無相関に近い結果であった。 この
ことから、回答者の特性が回答語数 と何 らかの関係 を持っているとはいい難





















第1に 、今回の調査において、語彙数自体 を何かの項目と比較 していない
ため、語彙数自体が多いとか少ないということはいえない。例えば、今回の
調査の主たる対象は短大1年 生であった。これが短大2年 生になった場合、
語彙数やその内容はどのように変化するのであろうか。そのような調査が行
われた場合、評価者の教育や評価経験 という点から重要な示唆を与えると考
えられる。第2に 、今後、授業の受け手としての立場からの評価の言葉と、
学習者が自分自身の学びの進歩や自分の学びへの満足度 という評価をする場
合の言葉 としてどのようなものを持っているかの比較をすることは、授業の
評価ではなく、教育の本質に近い学びの評価に関係 しているという点でより
重要なものとなりうる。このような点において、自分の学びを評価する言葉
に関する調査 も示唆深いものになるだろう。
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